
◎東日本大震災から１年に関する調査

　　（参考）この調査は、今回が初めての実施です。
ｎ＝1265

【 復興への地歩 】

● まもなく東日本大震災から１年が経ちます。あなたは政府が中心となって行っている
 東日本大震災からの復興と、東京電力福島第１原子力発電所の事故収束への取り組
 みについて、どのように感じていますか。この中から１つだけお答えください。

◇ とても進んでいる 0.8 ％
◇ まあ進んでいる 16.4 ％
◇ あまり進んでいない 58.0 ％
◇ まったく進んでいない 23.2 ％
◇ わからない 1.6 ％
◆進んでいる（計） 17.2 ％
◆進んでいない（計） 81.2 ％

【 評価できる取り組み 】

● では、復興・原発事故収束の取り組みについて、評価できると感じるのは、どのよう
 な点ですか。この中から当てはまるものをすべて挙げてください。

◇ 自衛隊や消防隊が迅速に救助・救援活動をした 79.0 ％
◇ 港湾や主要同の修復を急ぎ、支援物資などを大量に運んだ 33.0 ％
◇ 仮設住宅の建設と、希望者の入居がスムーズだった 10.0 ％
◇ 福島第１原発の周辺の住民への避難指示が的確だった 3.4 ％
◇ 福島第１原発からの放射性物質の拡散について、政府や東京
 電力などからの情報開示が十分だった 2.9 ％
◇ 福島第１原発事故の調査委員会が設置された 5.4 ％
◇ 原発事故の賠償問題への対応が順調に進んでいる 1.5 ％
◇ 特区法成立など、被災自治体の以降が反映されやすい仕組み
 ができた 5.1 ％
◇ 増税を含む復興財源が確保された 8.0 ％
◇ 復興庁が設置された 21.4 ％
◇ その他 0.5 ％
◇ 特にない・わからない 12.6 ％

【 評価できない取り組み 】

● では、復興・原発事故収束の取り組みについて、評価できないと感じるのは、どの
 ような点ですか。この中から当てはまるものをすべて挙げてください。

◇ 自衛隊や消防隊など、救助・救援に当たる活動人員が十分でなかった 5.8 ％
◇ がれき撤去に時間がかかっている 42.7 ％
◇ 仮設住宅の建設場所の確保や、入居手続きに手間取った 45.1 ％
◇ 福島第１原発の周辺の住民への避難指示が的確でなかった 57.5 ％
◇ 福島第１原発事故で放出された放射性物質の危険性について、政府や
 東京電力などからの説明が不十分だった 72.2 ％
◇ 原発事故の賠償問題がなかなか進展していない 55.9 ％
◇ 被災で失業した人の労働の場が十分確保されていない 53.9 ％
◇ 高台移転など、復興に向けた街づくり計画がまとまらない 30.1 ％
◇ いまだに行方の分からない人が多くいる 33.6 ％
◇ 避難生活の長期化や、家族が別れて暮らすなどの状況が改善されていない 41.1 ％
◇ 首相交代など政治の空転が目立ち、対策決定が遅かった 50.4 ％
◇ 復興財源のための増税が決まった 14.7 ％
◇ その他 1.0 ％
◇ 特にない・わからない 4.6 ％



【 したこと 】

● あなたは震災後に、災害を意識して具体的にどのようなことをしましたか。この中
 から当てはまるものをすべて挙げてください。

◇ 自宅の防災・震災対策を強化した 20.2 ％
◇ 職場や学校からの帰宅経路を確認した 16.8 ％
◇ 家族・親戚や友人と、これまでより緊密に連絡した 27.7 ％
◇ 緊急時の行動、避難場所、連絡方法などについて家族で話し合った 33.0 ％
◇ 報道や書籍などからの情報を入手した 34.1 ％
◇ ブログや口コミにより情報を交換した 10.1 ％
◇ 原子力の安全性について考え直した 31.6 ％
◇ 電力供給のあり方を考えた 34.0 ％
◇ 身の回りの放射線量や安全性を確認した 23.8 ％
◇ 震災後の社会を考える勉強会や集会などへ参加した 4.3 ％
◇ 「生きる」ことの意味を考え直した 20.1 ％
◇ その他 1.8 ％
◇ 特にない・わからない 15.5 ％

【 したいこと 】

● 震災があったことを受け、今後あなたがしていきたいことは何ですか。この中か
 ら当てはまるものをすべて挙げてください。

◇ 自宅の防災・震災対策を強化する 34.9 ％
◇ 地域や職場の防災訓練に積極的に参加する 19.3 ％
◇ 住んでいる地域で助け合える人間関係をつくる 39.3 ％
◇ 緊急時の行動、避難場所、連絡方法などについて家族で話し合う 42.2 ％
◇ 省エネを考えた暮らしをする 45.7 ％
◇ 子どもや高齢者、障害者など「災害弱者」の救助のあり方を見直す 28.8 ％
◇ ボランティアや募金など、できる範囲で長期的な支援をする 29.2 ％
◇ 近くに避難してきた人へ、自分にできる支援を考えておく 19.5 ％
◇ 「安全だ」と主張されてきたものごとを、自分なりに問い直してみる 30.4 ％
◇ 大震災があったことを忘れないようにする 56.1 ％
◇ その他 0.6 ％
◇ 特にない・わからない 5.3 ％


